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Sabah, Malaysia, was one of the first regions in Southeast Asia to have experienced large-scale
commercial logging. In this paper, the author investigates the drastic change of forest landscape
and its impact on the subsistence activities of local communities in order to evaluate the effects of
commercial logging. The analysis was conducted through interviews with villagers and collec-
tion of data on historical changes of land use in the research area. Before the 1950s, villagers
customarily gathered forest products and engaged in swidden agriculture. From the 1960s the
area was demarcated as a forest reserve, and logging companies conducted massive logging.
This logging had an impact on the villagersʼ livelihood, as many of the villagers worked as logging
workers. However, in the 1990s, after forest resources were depleted, the Forestry Department
implemented strict control of forest resources――especially after it introduced the forest
certification scheme. Villagers became restricted in their use of the forest. The paper concludes
that in the post-commercial logging area, without securing tenure rights over their customary
land, villagers face difficulty earning sufficient income, and conflict may arise over the use of
forest resources and land.
Keywords: commercial logging, forest certification, Sabah, Orang Sungai, enclosure, rural com-
munities
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I は じ め に
東南アジア地域ではこれまで熱帯林の過剰な商業伐採に際し，国や伐採企業と地域住民との
間で，土地や森林資源を巡る数多くの対立が生じてきた［Hong 1987; Brosius 1999; 金沢 2012］。
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する村で 2006〜08 年の間に実施した。この地域では 1950 年代から大規模商業伐採が始まり，
1997 年にサバ林業局がマレーシアで初めて，国際的な森林認証制度5)の 1つである森林管理協
1 ) サバ州は 1881〜1941 年まではイギリス北ボルネオ勅許会社，1941〜45 年までは日本軍占領下に
あったが，第二次世界大戦終戦後は，1946 年からイギリス領北ボルネオとして直轄植民地となり，
1963年にマレーシア連邦に加盟後，サバ州と呼ばれるようになった。
2 ) たとえばサバ林業局は 1997 年以降，州独自の持続的な森林管理協定 (Sustainable Forest Manage-
ment License Agreement) を結んだ伐採事業者に対して 100 年間にわたる長期伐採契約を付与する
という政策を導入している。
3 ) 1990〜2000 年の間に 5.7万人から 9.4万人に増加している。またサバ州の合板生産量は 1980 年には
1 万立方メートルであったものが，2000 年には 280 万立方メートルにまで拡大している［立花
2003］。
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役所のあるブキット・ガラム (Bukit Garam) をタワウ方面へ車で 30キロメートルほど南下
し，TH社のアブラヤシ園内の作業道を 60キロメートルほど西に向かう。2004 年に TH社に
よってアブラヤシ園が開かれ，園内の作業道がW村の南側まで拡張されたことで，W村まで
直接車で乗り入れることが可能となった。





バ州ではもっとも降水量の多い地域の 1つである。植生は Shorea leptoclados, Dryobalanops
lanceolata, Diptercarpus caudiferusが優占する低地混交フタバガキ林である［Sabah Forestry
Department 2005: 7-13］。















7 ) 1970 年の人口センサスによればサバ州全土のオラン・スンガイ人口は 1万 7,687 人で，キナバタン
ガン郡においては「他の先住民 (other Bumiputra)」1万 1,283人に対し，オラン・スンガイ人口
は 8,324 人であった。1980 年以降，オラン･スンガイは，「他の先住民」に含められた。2010 年のキ
ナバタンガン郡における「他の先住民」の人口は 2万 2,078 人であった［Malaysia, Department of
Statistics 2010: 369]。
8 ) スルー (スールー) 王国は 17 世紀に台頭し，ボルネオ島でのブルネイに対する内乱 (1662-74 年)
が起きた際にその制圧を支援したことから，ボルネオ北東部がスルー (スールー) のスルタンに割
譲された［山本 2006: 39］。
9 ) 1877 年に駐香港オーストリア領事の G. オフェルベグ (G. Overbeck) とイギリス人アルフレッド・
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図 1 調査地域 地図
いう。
W村の上流と下流に位置する村との慣習的な取り決めにより，W村の人びとが生業で利用












調査時のW村の世帯数は 38 で，326 人10)が暮らしていた。W村の人びとはロングハウスで
はなく世帯ごとに一戸建ての家屋に暮らしていたが，新婚夫婦が両親と同居する例や，親族が
同居する例もあった。世帯数は減少傾向にあり，51 世帯あった 1999 年に比べて，13世帯が
W村から転出していた。




調査時において，村外出身者は，男性 14 人，女性 17 人で村の全人口の一割弱であった (表
1)。他村出身の男性 14 人中 50歳以上の男性は 5 人で，彼らは伐採労働者として近くの伐採
キャンプへ来て，W村の女性と結婚し，W村に定着していた。またこの 5 人以外に，小学校
の教員としてW村に赴任した O氏 (43歳) やアブラヤシ園での就労目的でインドネシア・







38 世帯のうち，世帯主が高齢で調査の難しかった世帯を除いた 32 世帯の世帯主 (男性 31 人，
女性 1 人) を対象に行った。質問項目は，世帯主が過去どのような生業活動に従事したのか，
従事場所，仕事内容，現金収入など個人史に関わるものである。図 3は，32 人を生年の順に
ならべ，アルファベットで識別し，複数の生業に従事している場合は，主な生業のみを記入し，




W村 キナバタンガン郡 サンダカン郡 その他の郡 国外 計
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性
70〜 3 4 1 1 1 10
65〜69 1 1 1 1 4
60〜64 1 1 1 3
55〜59 2 3 5
50〜54 5 1 1 7
45〜49 4 4 1 9
40〜44 9 7 1 2 1 1 21
35〜39 16 10 3 1 30
30〜34 7 13 1 1 22
25〜29 12 18 1 1 32
20〜24 17 13 1 1 32
15〜19 11 26 37
10〜14 28 17 1 46
5〜9 18 18 2 1 39
0〜4 12 13 1 1 1 1 29








シンガポール (星)，ブキットガラム (BG, B)，D保存林 (DFR)，クダット (KD)，クアムット
(KU)，村の近くアブラヤシ園 (LP7)，ロンマニス (LS)，パイタン (PT)，サンダカン (SDK,
S)，スグット (SG)，トゥルピッド (TP)，W村 (W)
3 ) 仕事については以下のように省略している。
アブラヤシ (油，アブラヤシ)，運送 (運)，建設労働 (建設)，生 (生業)，宗教 (宗教学校)，土
地測量 (測量)，木材運搬船 (木材船)，木材計量 (計量)，漁師 (漁)，the British Borneo Timber
(BBT), the North Borneo Timber (NBT)
作図したものである｡11)
以下，W村の人びとの生業構造を，大きく 3期に区分し，その時々の社会経済的な状況に
対応して，村人がいかにその生業を変遷させてきたのかをみていく。第 1 期は，1920 年頃〜
1940 年代までを森林産物採集期とし，第 2期は，キナバタンガン川流域で商業伐採が始まり，











ており (A，C，E，F の各氏)，焼畑の農閑期に，3カ月に 1回ほど，主にキナバタンガン川
沿いの支流，特に D川，M川，L川，TB 川との分岐点とその流域付近で採集活動が行われた
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た。1つの木馬を 8人 1組になって引き，1日 3〜5 本の伐採木を運んだ。運搬した材に応じて
報酬が支払われ，頭割りで分配された。
(2) W村での商業伐採の開始
1956 年にユナイテッド木材 (United Timbers) 社が年間伐採ライセンスを取得したことによ
り，W 村周辺での大規模な商業伐採がはじまった。その後ユナイテッド木材社は，D 保存
林13)において 1976 年まで長期伐採権を取得し，伐採を行った。W村に隣接して伐採キャンプ
を開いたのは，ユナイテッド木材の系列会社であるテッヘンロン (Teck Heng Loong) 社で，
村人の多くが伐採労働に従事するようになった。また同じ系列会社のライホッキム兄弟 (Lai
















13) 林業局が，W村の北部約 5万ヘクタールをD保存林 (商業用保存林) として指定したのは 1961 年
になってからであった。
14) 通貨の表記に関しては，1リンギ (Ringgit Malaysia) と表記した。








ダカンまでは 1往復 1〜2週間かかり，水位や伐採木の量にも影響されるが，月に 1〜3回ほど
木材を運んでいた。I氏は 1974〜80 年まで運搬船の船長として，W村にあったテッヘンロン
社の伐採キャンプからサンダカンの貯木場まで木材を運んでいた。I氏の運転していた船は
120馬力のエンジンを搭載し，通常は 1隻に，船長，機関士 (エンジニア)，船員の 3人が乗
船していた。I氏が働いていた当時，基本月給は，それぞれ 330リンギ，220リンギ，180リ
ンギであった。基本給に加えて，運んだ木材の量に応じてコミッションが付き，浮木 (フロー








1980 年代に入り，ユナイテッド木材社の撤退した後には，スラナム (Seranum) 社など 5








15) 5社とは，他にライホッキム兄弟 (Lai Foh Kim Brothers) 社，ユーロプラマジュラジュ (Elopura
Maju Laju) 社，ジャヤ・プラハーン (Jaya Persahaan) 社，ムンポヤン (Mempoyan) 社。
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またサバ財団16) (Yayasan Sabah) に職員として採用され，保存林の境界付近での違法伐採
の監視をする仕事に就いた人もいた (C，E，G，Hの各氏)。H氏は，1980 年から財団の職員
として，キナバタンガン上流域のタンコン (Tangkong) ，カラムアック (Karamuak)，サバ





サバ林業局は，1989 年から D 保存林においてドイツ技術協力公社 (German Agency for
Technical Co-operation: GTZ) と持続的な森林管理に関するプロジェクトを開始した。林業局
は，当時伐採ライセンスが付与されていなかったD保存林を選定した。二次林であるD保存
林が選ばれたのは，GTZがプロジェクトの実施に際して，原生林の伐採を対象とする援助を
















17) 森林認証制度の導入における認証基準の適用過程については内藤 [2010b] で詳述している。
18) 本審査や維持審査 (surveillance) の際，審査員は森林管理者が FSC原則と規準 [FSC ジャパン
2014] に違反している場合，「是正処置要求 (Corrective Action Requests: 以下，CAR)」を指摘す
る。CAR は「重大な是正処置要求 (Major CAR)」と「軽微な是正処置要求 (Minor CAR)」の 2
つに分けられる。Major CAR が指摘された場合，一定期間内に対処しないと認証が取り消される
こともある。Minor CARの場合は，一定期間に対処しないとMajor CARになる。
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採があったことが発覚し，審査機関である SGS (Société Générale de Surveillance)19) はサバ
林業局に抜本的な取り締まりを求めた。森林認証を取り消されかねない事態であったため，サ
バ林業局はこの問題を解消するため様々な対策を取った。まず違法伐採の取締りのために，D

























19) SGS は，スイスに本部を持つ監査，審査，試験などを実施する認証機関で，1994 年から FSC に認
定されている森林認証の審査・評価プログラムである SGS QUALIFOR を実施している。

























W村で，定期的な収入を得ていたのは，小学校の教員 (N，O氏) と警備員 (R氏)，村長，






































































22) The Land Ordinance of 1930「1930 年法令第 9号土地条例」。
23) 詳しくは都築［1999c]。
24) 先住民権原証 (native title) は，先住民 (native) を対象とした土地所有権のこと。所有の期限は，
永久である［都築 1999b: 274］。
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でき，緩やかな境界の管理がなされていた。ところが D保存林において森林認証導入後，特
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